
規

則

訓

令

福
島
県
事
務
委
任
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

平
成
十
九
年
十
一
月
三
十
日

福
島
県
知
事

佐

藤

雄

平

福
島
県
規
則
第
八
十
一
号

福
島
県
事
務
委
任
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

福
島
県
事
務
委
任
規
則(

昭
和
四
十
四
年
福
島
県
規
則
第
十
八
号)

の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す

る
。第

十
五
条
第
一
項
第
二
十
二
号
�
中｢

開
発
行
為
の｣

を
削
り
、｢

第
三
十
四
条
第
十
号｣
を｢

第

三
十
四
条
第
十
四
号｣

に
改
め
、
同
号
�
中｢

開
発
行
為
の｣

を
削
り
、
同
号
�
中｢

第
三
十
四
条
第

九
号｣

を｢

第
三
十
四
条
第
十
三
号｣

に
改
め
、
同
号
中
�
を
�
と
し
、
�
を
�
と
し
、
�
を
	
と
し
、



を
�
と
し
、
�
を

と
し
、
�
を
�
と
し
、
�
を
�
と
し
、
�
を
�
と
し
、
�
を
�
と
し
、
�
を
�

と
し
、
�
を
�
と
し
、
�
を
�
と
し
、
�
を
�
と
し
、
�
を
�
と
し
、
�
を
�
と
し
、
�
を


と
し
、

 
を
�
と
し
、
!
を
�
と
し
、
�
の
前
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

�

第
四
十
三
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
協
議

第
十
五
条
第
一
項
第
二
十
二
号
"
中｢

新
築
等
及
び｣

を｢

新
築
等
並
び
に｣

に
改
め
、
同
号
中
"

を
�
と
し
、
#
を
�
と
し
、
同
号
$
中｢

予
定
建
築
物
以
外
の
建
築
物
の
新
築
等
及
び
特
定
工
作
物
の

新
設
の｣

を
削
り
、
同
号
$
を
同
号
�
と
し
、
同
号
%
中｢

建
築
の｣

を
削
り
、
同
号
%
を
同
号
�
と

し
、
同
号
&
中｢

建
築
面
積
の
割
合
等
の｣

を
削
り
、｢

第
三
十
四
条
第
十
号｣

を｢

第
三
十
四
条
第

十
四
号｣

に
改
め
、
同
号
中
&
を
�
と
し
、
'
を
�
と
し
、
(
を
�
と
し
、
)
を
�
と
し
、
*
を
�
と

し
、
+
を
 
と
し
、
%
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

$

第
三
十
五
条
の
二
第
四
項
で
準
用
す
る
第
三
十
四
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
協
議

#

第
三
十
五
条
の
二
第
四
項
で
準
用
す
る
第
四
十
一
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
制
限
の
設
定

(

第
三
十
四
条
第
十
四
号
の
規
定
に
該
当
す
る
第
二
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
許
可
に
係

る
も
の
を
除
く
。)

"

第
三
十
五
条
の
二
第
四
項
で
準
用
す
る
第
四
十
一
条
第
二
項
た
だ
し
書
の
規
定
に
よ
る
許
可

!

第
三
十
五
条
の
二
第
四
項
で
準
用
す
る
第
四
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
登
録
簿
へ
の
登

録

第
十
五
条
第
一
項
第
二
十
二
号
中
,
を
%
と
し
、
-
を
&
と
し
、
.
を
'
と
し
、
�
の
次
に
次
の
よ

う
に
加
え
る
。

.

第
三
十
四
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
協
議

-

第
三
十
四
条
の
二
第
二
項
で
準
用
す
る
第
四
十
一
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
制
限
の
設
定

(

第
三
十
四
条
第
十
四
号
の
規
定
に
該
当
す
る
第
二
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
許
可
に
係

る
も
の
を
除
く
。)

,

第
三
十
四
条
の
二
第
二
項
で
準
用
す
る
第
四
十
一
条
第
二
項
た
だ
し
書
の
規
定
に
よ
る
許
可

+

第
三
十
四
条
の
二
第
二
項
で
準
用
す
る
第
四
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
登
録
簿
へ
の
登

録
*

第
三
十
四
条
の
二
第
二
項
で
準
用
す
る
第
四
十
七
条
第
二
項
及
び
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
登

録
簿
へ
の
附
記

)

第
三
十
四
条
の
二
第
二
項
で
準
用
す
る
第
四
十
七
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
る
登
録
簿
の
修
正

(

第
三
十
四
条
の
二
第
二
項
で
準
用
す
る
第
四
十
七
条
第
五
項
の
規
定
に
よ
る
登
録
簿
の
供
覧

及
び
写
し
の
交
付

附

則

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

(

人
事
領
域
行
政
経
営
グ
ル
ー
プ)

福
島
県
訓
令
第
二
十
三
号

本

庁

機

関

出

先

機

関

福
島
県
事
務
決
裁
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
十
九
年
十
一
月
三
十
日

福
島
県
知
事

佐

藤

雄

平

福
島
県
事
務
決
裁
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令

福
島
県
事
務
決
裁
規
程(

昭
和
四
十
四
年
福
島
県
訓
令
第
二
号)

の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

別
表
第
二
の
８
の
表
都
市
領
域
の
部
都
市
計
画
グ
ル
ー
プ
の
項
４
の
-
中｢修

正
｣

を｢登
録
簿
の

修
正
｣

に
改
め
、
同
項
４
の
-
を
同
項
４
の
(
と
し
、
同
項
４
の
.
中｢附

記
｣

を｢登
録
簿
へ
の
附
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○
福
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程
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�
第
35条
の
２
第
４
項
で
準
用
す
る
第
47条
第
１
項
の
規

定
に
よ
る
登
録
簿
へ
の
登
録

�
第
35条
の
２
第
４
項
で
準
用
す
る
第
41条
第
１
項
の
規

定
に
よ
る
制
限
の
設
定
(第
34条
第
14号
の
規
定
に
該
当

す
る
開
発
行
為
に
係
る
も
の
に
限
る
｡
)

�
第
34条
の
２
第
２
項
で
準
用
す
る
第
47条
第
４
項
の
規

定
に
よ
る
登
録
簿
の
修
正

�
第
34条
の
２
第
２
項
で
準
用
す
る
第
47条
第
２
項
及
び

第
３
項
の
規
定
に
よ
る
登
録
簿
へ
の
附
記

�
第
34条
の
２
第
２
項
で
準
用
す
る
第
47条
第
１
項
の
規

定
に
よ
る
登
録
簿
へ
の
登
録

○

○ ○ ○ ○

記
｣

に
改
め
、
同
項
４
の
�
を
同
項
４
の
�
と
し
、
同
項
４
の
�
中｢登

録
｣

を｢登
録
簿
へ
の
登
録
｣

に
改
め
、
同
項
４
の
�
を
同
項
４
の
�
と
し
、
同
項
４
の
�
中｢指

定
(第
34条
第
10号
｣

を｢制
限

の
設
定
(第
34条
第
14号
｣

に
改
め
、
同
項
４
の
�
を
同
項
４
の
	
と
し
、
同
項
４
の
�
中｢建

築
物

の
建
築
及
び
特
定
工
作
物
の
建
設
の
｣

を
削
り
、
同
項
中
４
の
�
を
４
の


と
し
、
４
の
�
を
４
の
�

と
し
、
４
の
�
を
４
の
�
と
し
、
４
の
�
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

附

則

こ
の
訓
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

(

人
事
領
域
行
政
経
営
グ
ル
ー
プ)
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